
報 告 番 号 １ 号 

令和３年３月２５日 

 

根室市議会議長 本田 俊治 様 

 

会 派 名 市政クラブ  

代表者名 波多 雄志  

政務活動報告書 

区  分  □調査研究 ・☑研  修 ・□広  報 ・□広  聴 

 □要請・陳情活動 ・□北方領土対策活動 ・□会  議 

活動テーマ・目的等 ◎就労支援フォーラムＮＩＰＰＯＮ2020 参加 

障がい者就労の取り組みを進められることを目標に、全国の事例や国

の法律の動きなどの知識を得ることで、根室市に不足する障がい者就

労支援の事業を生み出すヒントを得る。 

期    間  令和２年１２月１２日（土）、1２月１3 日（日） 

参 加 者 氏 名 工藤 勝代、小沼 ゆみ 

応  対  者 

（ 講 師 等 ） 

※参加者名添付 

竹内尚也 （厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障害福祉課 課長） 

山内民興 （社会福祉法人ぷろぼの 理事長） 

牧 千秋 （一般社団法人しょう 代表理事） 

高橋しのぶ （社会福祉法人多摩棕櫚亭協会 常務理事） 

生井義雄 （株式会社カスミ 常勤監査役／株式会社カスミみらい 監査役） 

日野浩司 （株式会社クック・チャム my mama 代表取締役社長） 

椎木修司 （株式会社ハートコープひろしま 代表取締役） 

米山真和 （三栄産業株式会社 代表取締役会長） 

且田久雄 （エフピコダックス株式会社 代表取締役社長） 

場 所 開催場所 東京都ベルサール新宿グランド in 東京 

オンライン配信により自宅で聴講 

行程（別紙も可） １２月１２日（土）オンライン配信を自宅で参加 

１２月１３日（日）      〃 

内 容 ・ 成 果 等 

 

・障がい者支援における行政概要説明 

障害者就労支援など総合支援法下の事業に対する報酬が令和 3 年度改

定となる。 

・事業経営に大きな影響を与える出来事として 3 年に一度注目される

報酬改定については、事業収益にも大きな影響を与えるとのこと、行

政説明。 

・就労継続 A 型事業所及び就労移行支援事業所は全国で 3,000 か所以

上、就労継続 B 型は 10,000 か所以上の設置数に至っており、障害者



雇用の形態が多様化しています。一般就労分野では、本社以外の特例

子会社での雇用、さらには雇用引き受けの新業態など、その雇用のあ

りかたが賛否両論さまざまな議論を呼んでいます。また、福祉と雇用

にまたがる就労継続支援 A 型も、その果たすべき役割があいまいなこ

とについての議論が行われた。 

 「企業の障害者雇用」その双方が WIN・WIN の関係を築く努力を

すべき。 

障害者雇用を知識も経験もゼロからのスタートで開始したにもかか

わらず、年々雇用数を拡大し収益を上げ、障害者雇用は宝の山だった

と確信する企業複数社からの報告が行われた。 

◎企業詳細 

① エフピコダックス札幌営業所  

３０年以上障がい者雇用を基幹事業で継続し、戦力化に成功したと言

われる。「障がい者でもできる仕事ではなく、彼らと私たちだからこそ

できる仕事」を追求。現在約５０社、７００人の雇用創出につながっ

た。 

② 株式会社 カスミ  

野菜の加工・包装・青果物の卸売業スーパーマーケット「カスミ」各

店で販売し、障害者雇用を実現。 

③ クック・チャムmy mama 

知的障がい者を主たる対象とした就労継続支援Ａ型事業として 2010

年に県より認可を受け、お惣菜製造の支援事業所を設立。 

④ 株式会社ハートホームひろしま 

生協ひろしま特例子会社として 2007 年 10 月に設立。食品及び日用雑

貨の検品、仕分、包装、加工、保冷運搬用具及び畜冷剤の洗浄、発泡

スチロール製品の減溶化処理、運搬用具の修理、再生紙及び印刷物の

管理、および付帯する一切の業務に雇用。 

  

根室市内でも事業の中でヒントをもらい、雇用の場を増やすことが

できないかと考え、３月議会の質問においても障がい者就労支援の

強化を根室市に求めることができた。 

 今後は、具体的な対応にはどういった組織運営が必要か、また、

大企業が無い中、根室市で特例子会社という考え方が成り立つのか

も含め、更に調べて行きたいと考える。 

 


